
中３数学ＷＳ      相似－④                   英和ぷれぱある 

４．中点連結定理 

（１）中点連結定理  

（例題７）の①，②をまとめると、次の定理がいえる。 

 

      △ＡＢＣにおいて、点 D，Eがそれぞれ 

辺ＡＢ、ＡＣの        ならば 

 

 

  （例題８）図のような四角形ＡＢＣＤにおいて辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＤ，ＤＡ 

の中点をそれぞれＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓとするとき、四角形ＰＱＲＳは 

平行四辺形になることを証明しなさい。 

［証明］補助線      をひく 

  △ＢＣＡにおいて、点Ｐ，Ｑはそれぞれ 

                      だから 

                      より 

               ，            …① 

△ＤＡＣにおいて        にして 

               ，            …② 

①，②より               ，                

 よって                                から 

      四角形ＰＱＲＳは平行四辺形である。  

 

 

（２）中点連結定理の利用 

（例題９）右に図で点Ｄは辺ＡＢの中点であり、点Ｅ，点Ｆは 

辺ＢＣを３等分する点である。ＡＧの長さを求めよ。 

 

 

 

５．相似の応用 

（１）角の二等分線と比 

（例１０）△ＡＢＣで、∠Ａの２等分線をひき、辺Ｂとの 

交点をＤとすると、ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＣＤであること 

を証明せよ。 

［証明］ 点Ｃを通り、ＤＡに平行な直線がＢＡの延長線 

と交わる点をＥとする。 

△ＡＣＥにおいて、ＡＤ // ＥＣだから 

∠ＢＡＤ＝         ，∠ＣＡＤ＝          

仮定より∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤだから，∠ＡＥＣ＝         

よって、△ＡＣＥは                        から 

二等辺三角形であり、 ＡＥ＝      ･･･① 

ＡＤ // ＥＣ だから              の定理より 

ＢＡ：ＡＥ＝     ：     ･･･② 

①、②より ＡＢ：ＡＣ＝     ：      

 

  △ＡＢＣの∠Ａの二等分線と辺ＢＣの交点をＤとすると、 
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＜平行四辺形になるための条件＞ 

①２組の対辺がそれぞれ平行。   

②２組の対辺がそれぞれ等しい。 

③２組の対角がそれぞれ等しい。  

④２つの対角線がそれぞれの中点で交わる。 

⑤１組の対辺が平行で等しい。 
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